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03 配管材料基準 
 

本書は運用をできるだけわかりやすく解説したものです。詳細な情報につきましては Help Manual を参照して下さい。 

本書の記載した内容は、予告なしに変更する事があります。 

本書の一部または全部を無断で転載及び複写することを禁止します。 
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03. 配管材料基準-プラント属性定義（ EYESPEC ） 

03-1. 配管材料基準 

配管モデルには、流体、口径、配管材料基準（スペッククラス）、分岐基準、保温保冷基準、継手類部品寸法、バルブ

関連寸法を参照して配管経路形状（配管ルート）より管部品の形式、材質、寸法が設定された実形状モデルになりま

す。作成していない場合、3Dモデル入力（ Mrout ）で配管を入力するとエラーになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配管材料基準ではパイプ、継手、一般弁、一つにしたシートを作成します。EYECADでは配管材料基準のことを  

PMS（Piping Material Standard）といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム標準 PMS（General）はbg Folder内のBGPMSM、BGPMSVにそれぞれ登録されています。 

PMS 一覧確認 

PMSの詳細を説明します。標準D.B.に用意されているPMSを確認します。General DB編集にチェックを入れ、   

PMS,バルブをクリックしてください。登録済のPMSの一覧が表示されます。 

 

 

  

General DB 標準

General PMSの中には

配管クラス（PMS）

JIS、JPI&ANSI 等

約320種

バルブ

K系（JIS）、#系（ANSI）
約1,450種

ここにチェックがないと標準 PMS（General）は表示されません。 
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クラス記号、Code分類の考え方 

Job用に登録するPMSのクラス記号は、半角英数字で６文字まで入力できます。Codeは数字で5ケタまで入力できま

す。コピー元となるGeneral PMSを判別し易くするため1～4ケタ目を変更せず、末尾を2～9で登録してください。 

（0、1はGeneralで使用しています。） 

クラス記号、Codeについての詳細はHelp Manualを参照してください。 

PMS内容表示 

一番上のスペック z（9997）を選択し詳細変更をクリックしてください。PMSの詳細情報が表示されます。 

 

 

 

General PMS z(9997）を表示させていますので、ここでは内容の確認だけとします。キャンセルをクリックしてください。 

 

 
意味 規格分類 呼び圧 材質 用途、タイ

プ 

（末尾） 

General 

(コピー元) 

Code 2 1 5 0 0または1 

クラス記号 A50A 

Job Code 2 1 5 0 2から9 

クラス記号 自由に最大6文字 

ここで表示を切り替えます。Code から記号に変更すると 

こちらが、Code から バルブ記号に表示が変わります。 
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03-2. PMS 詳細設定 

配管タイプ 

配管タイプは以下のものがあり、内部流体、外面状況などの制約に応じて設定します。 

 

 

 

 

 

 

1. ノーマルタイプ  ・・・・・・・・・・・・・ 

2. トレースパイプ  ・・・・・・・・・・・・・ 

3. ライニングタイプ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. トレースドタイプ ・・・・・・・・・・・・・ 

5. セミジャケット対応 ・・・・・・・・・・・・・ 

6. フルジャケットタイプ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

7. コートタイプ  ・・・・・・・・・・・・・ 

8. ライニング＆トレース ・・・・・・・・・・・・・ ライニングでトレースドタイプ 

9. ライニングセミジャケット ・・・・・・・・・・・・・ 内管ライニングでセミジャケットタイプ 

10. ライニングフルジャケット ・・・・・・・・・・・・・ 内管ライニングでフルジャケット 

 

二重管配管の場合、継手部品、フランジで、内管を I 欄(Inner) 、外管を O 欄(Outer)に分けて登録します。奇数行

が I 欄、偶数行が O 欄となります。フルジャケットの場合、フランジ、閉止フランジは、PMS 上の O 欄を参照します。 

セミジャケットの場合、フランジ、閉止フランジは I 欄、O 欄の区分けはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品寸法情報について 

次項で説明する部品・一般弁寸法列編集(EditDimension)カスタマイズできます。カスタマイズする場合は Job 用に

D.B.(BJFITD、BJVLVD)を作成します。 

 

規格について 

部品によっては規格が AES－XXXXXX と表示されている場合があります。 

これは All EYECAD user‘s Standard の意味で独自の部品規格となります。 
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内外管サイズ組 Code 

 

内外管サイズ組 Code は必ず設定して下さい。モデル入力時に外管が作成されません。 

 

二重管作成時に内管サイズを参照して作成する外管サイズをコントロールしています。 

D.B.の CNST(システム制御定数) D006 から D008 に登録されている Code を設定します。 

3D モデリング画面(mrout)で配管サイズを変更しても、フランジはＰＭＳに設定してある"内外管サイズ組 Code"を参照

したサイズになりますのでご注意ください。 

 

連結管用クラス Code 

連結管は連結管用 PMS を別途作成（配管タイプはノーマル配管かトレース配管）して、連結管用 PMS の Code を、

二重管用 PMS の連結管用クラス Code に設定します。 
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分岐表記号（ブランチテーブル） 

母管から分岐配管を作成した時に発生する分岐部品（TEE、ボス等）をコントロールする機能です。発生後の分岐部

品はモデル入力で個別に変更可能です。管理している D.B.ファイルは AG(J)BRNC.xls です。 

99 テーブル登録できます。 

※修正後はバイナリ変換が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母管：4B(100A)ｘ分岐ライン：15A の場合  Dw = 直付分岐 

母管：4B(100A)ｘ分岐ライン： 4B(100A) の場合  Te = ティー 
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ルート間隔長 Code 

DB ファイル、BG（J）FITD(配管部品寸法値 D.B.)の 1～19 の範囲に登録されている寸法列 Code を設定します。ルー

ト間長は配管サイズごとに 0.1mm 単位で設定可能です。 

閲覧、編集は部品・一般弁寸法列編集(EditDimension)で可能です。個別の寸法列の表示はメニューの表示、数列

種別、全コードから表示可能です。 

 

SO 抜代＝全サイズ肉厚＋（指定寸法） mm 

SO フランジ（接続形式が SOP FF～SOHLFF(1711～1728)の場合）の抜代はパイプ肉厚+指定寸法で計算します。

指定寸法 0.0mm の時でもパイプ肉厚分、抜代をとります。デフォルト指定寸法は 3.0mm です。 

（例）2B 以上の抜代をパイプ肉厚+2.5mm とし、1 1/2B 以下の抜代を 0.0mm とする時、  

該当パイプサイズにおけるパイプサイズ Code は、DB ファイルの「AG(J)SIZC.xml」を確認しますと、 

(50A は FITDW#が 19 です)とパイプ肉厚にプラスする指定寸法（2.5mm）を繋げて 192.5 と設定します。  

接続形式が SOA ｘｘ,SOB ｘｘ,SO ｘｘ (1731～1739)を使用すると、該当部品のスペース長定義で計算します。 

 

ボルトネジ山出数 

ナットの表面よりはみ出す山数を-9 から 9 で設定します。 General PMS は全て 3 山となっています。 

ネジ山のピッチは、ナット高さ×0.14（固定）×ネジ山数で計算しています。 

 

曲げ半径寸法列 

DB ファイル、BG（J）FITD (配管部品寸法値 D.B.)の 21～40 の範囲に登録されている寸法列 Code を設定します。

パイプ曲げ曲率半径は配管サイズごとに 1mm 単位の定義が可能です。３D モデル入力時に曲げ半径が表示され入力

作業効率が上がります。閲覧、編集は部品・一般弁寸法列編集(EditDimension)で可能です。個別の寸法列の表示

はメニューの表示、数列種別、全コードから表示可能です。 
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座金取り付け種 Code 

Code の設定可能範囲は 1、2、100、200。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の値の場合は座金は無（集計:0）となります。フランジ締結部一か所に対し 

1 枚の場合 1 

2 枚の場合 2 

フランジ締結部一か所のボルト本数に対し 

本数の 1 倍は 100 

本数の 2 倍は 200 

ボルトの長さには座金の厚さを含みます。そのため座金取り付け種 Code に応じてボルト長さが変わります。 

 

腐れ代 

mm 単位で X.XX のように設定します。 

 

備考 

全角文字で最大 50 文字×4 行＝200 文字まで、または半角英数字で最大 100 文字×4 行＝400 文字まで 

入力できます。 

  

1 ヶ所の締結部に付く座金枚数 

（Code:1） 

1枚 

（Code:2） 

2枚 

（Code:100） 

ボルト×1枚 

（Code:200） 

ボルト×2枚 
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ボルト、ナット、座金 

フランジ厚、ガスケット、ライニング厚、スタブエンド厚、

座金厚さ、ナット高さ、ネジの山出数等の和によりボ

ルト長さを計算します。その計算結果を D.B.のシステ

ム制御定数に設定してある長さレンジに切上げて出

力します。D.B.のシステム制御定数でボルトサイズご

とに設定してある最大長を超えると自動的にスタッド

ボルトで集計されます。（このときボルト長は対応した

長さとなり、ナット数はボルト数の 2 倍となります） 

最大長はシステム制御定数編集(CNSTEdit)の

D053 でコントロールしています。 

 

 

システム制御定数の閲覧、編集はプラント属性のシステム制御定数編集(CNSTEdit)で可能です。 

座金厚さの Code は寸法列 Code です。寸法列にはボルトサイズ毎の厚さが設定されています。 

 

PMS にボルト長寸法列 Code を設定することで、各配管サイズごとのボルト最低長を設定する事も可能です。 

詳細については、Help Manual の 14-05-1-1 を参照してください。 

座金の形状は 6 種類登録されています。 

平座金（PLAIN）、角座金(SQUARE)、ばね座金(SW)、皿座金(CW)、歯付座金(TW)、波型座金(WW) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座金厚さは仕上げに設定します。寸法列 Code:101 から 110 が対象です。閲覧、編集はプラント属性のシステム制御

定数編集(CNSTEdit)で可能です。 
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座金厚さの Code は寸法列 Code です。寸法列にはボルトサイズ毎の厚さが設定されています。 

 

 

 

 

Lu#選択の画面まで戻ります。以下の通り操作してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

General PMS を表示させていますので変更しない

ように、キャンセルボタンを押してください。 

チェックをはずす 
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03-3. PMS 登録 

実際に PMS を登録します。 

General DB 編集にチェックがない事を確認して下さい。Lu01 を選択して、プラント属性をクリックします。 

Pass Code は、空白のまま設定をクリックします。 

 

 

 

 

 

PMS,バルブ設定出力をクリックします。 
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PMS を登録していませんので、リストには何も表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

General PMS から Lu 用にコピーしてから、管理、修正します。 

1Lu で最大 198 枚の PMS が登録可能で、Lu Folder 内の JPMSMS と JPMSVA に登録されます。 

部品名称は BG（J）ITEM(エンジニアリング用語辞書ファイル)で管理しています。カスタマイズ可能です。カスタマイズの手

順は、04-1 自社名変更（AJITEM.csv）で説明します。 

追加をクリックしますと、下図のような画面が表示されます。（例として説明します。操作しないでください） 

追加の手順は、 

1.コピー元を選択（General もしくは Job）General の場合、グループを選択して絞込み。 

Job の場合、No.を選択（2 から 5 は省略になります） 

 Job を選択した場合、Copy 元の状態を保持するにチェックを入れる 

2.コピー元のクラス記号を選択 

3.材質の選択 

4.規格の選択 

5.ガスケットの選択 

6.クラス記号より、該当する記号を選択 

7.登録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存の Job からもコピーできますので、社内標準 PMS 用の Job を作成（例: j111）しておくと、新規 Job 立上げ時の

PMS 作成が簡単になります。 

1 

6 

3,4,5 

2 
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03-4. ANK 6（PMS 登録） 

１．クラス記号 z （９９９７）を選択します。 

２．材質、規格、ガスケットの設定を確認します。 

３．＞＞を押します。 

 

 

 

４．クラス記号設定画面と同じになっている事を確認して Copy OK ボタンでコピーされます。閉じるボタンをクリッします。

コピーされ、Lu#0１に ANK 6（9992）追加されました。 

 

 

 

 

 

詳細変更をクリックして情報を確認します。下図の箇所を変更します。変更は赤枠部をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のように変更します。（赤文字まで） 

ｚ→MAX ANK14Moji（半角英数字です。） 

All Mighty Special 

→全角３０文字、半角３０文字まで入力可能（全角で赤文字まで） 

更新で内容が保存されます。 
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修正したい箇所をクリックするとリストが表示され変更できま

す。１部品で登録できるサイズ範囲は１ページ６行まで。(配

管は 10 行) サイズ範囲が 6 行を超える場合は 2 ページに

分けて登録する必要があります。2 ページ以降の PMS はク

ラス記号とクラス Code を 1 ページ目と同じにしてください。 

注記欄を定義すれば、材料集計でより細かい集計ができま

す。（半角 10 文字まで） 

 

 

 

 

 

マウス右クリックで標準仕様行参照を選択すると D.B.に登録されている部品を選択することができ

ます。また、切り取りとコピーを使うと簡単に行の設定が出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デスクトップにコピーした Folder 名 資料に” PMS 出力結果.pdf”があります。参照してして下さい。 

 

パイプに設定している呼び径の From 125-TO 500 の材質を変更します。 

材質の SGP-EH をクリック後、ダイアログが表示されます。SGP（Code:2101）を選択してください。” PMS 出力結

果.pdf”を参照して他の部分も修正してください。注記はコピー＆貼り付けした方が早いです。 
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03-5. A10（PMS 登録） 

１．クラス記号 A10 （1100）を選択します。 

２．赤枠の設定を確認します。 

３．＞＞を押します。 

 

４．クラス記号設定画面と同じになっている事を

確認して Copy OK でコピーされます。 

５．閉じるボタンを押してください。 

クラス A10（1102）が追加されたので修正します。 

１．表示クラス記号に TEST/A10 を入力する。 

２．用途に 一般鋼管 SGP(A10) を入力する。 

３．PMS 出力結果.pdf のクラス A10（1102）を参照して、プラグなど設定している行を移動する。 

（名称で右クリック->切り取り->該当名称に貼り付けで簡単に移動できます。） 

    ４．パイプ情報を修正します。 

５．下図または PMS 出力結果.pdf のクラス A10（1102）を参照して部品行の入替え、アウトレット（3370）を新規に 

追加する。 

 

表示、入力、バルブ表記を変更すると表示/入力モードを切り替えることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 モードを切り替えて詳細変更を更新ボタンを押した場合、表示設定が保持されます。ご注意ください。 

 

６．PMS の注記は、メモ帳を起動し、コピー＆貼り付けしてください。簡単です。 

７．修正が完了したら、更新を押してください。 

 

名称 FROM TO 肉厚呼び圧力 接続 材質 PIPE 製法 規格 注 記 

パイプ 

（3000) 

125（1270） 500(5080) 
 

BE(1612) SGP(2101) -EH(814) JIS G3452(114) 
 

名称 FROM TO 肉厚呼び圧力 接続 材質 PIPE 製法 規格 注 記 

アウトレット 

（3370) 

10（173） 50(605) Sch40(1214) BW-R(1691) FSGP(5131) 
 

JPI-7S-84(766) 
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PMS には同一部品名、同サイズに対する部品を複数登録しても 3D モデル入力（ Mrout ）で PMS 通りに認識してモ

デリングする事が出来ません。 

 

3D モデル入力（ Mrout ）では、上の行に登録されている部品を参照し、下の行は参照されません。このような場合はダ

ミ―クラスを作成します。例では A10 から A10-S をコピーして、ダミークラスを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダミークラスは 3D モデリング時に使用し、施工図には表示しない事が出来ます。 

 

 

 

 

 

PMS に親子関係設定を設定するとクラス変更マークを表示／非表示させる事が出来ます。 

 

名称 FROM TO 肉厚呼び圧力 接続 材質 PIPE 製法 規格 注 記 

エルボ（3200) 10 40 
 

SCRE(1621) FCM270(5851) 
 

JIS B2301(201) 
 

エルボ（3200) 10 40 
 

BW(1632) FSGP(5131) 
 

JIS B2311(204) 
 

A10 A10-S 

A10 

A10-S 
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03-6. A10-S（PMS 登録） 

既存の A10（1102）を流用します。 

１．Job のラジオボタンを選択し、クラス記号 A10 

（1102）を選択します。（赤枠の設定を確認） 

２．＞＞を押します。 

 

３．クラス記号設定画面と同じになっている事を確認して Copy OK でコピーされます。 

４．閉じるを押してください。 

A10-S（1103）を修正します。基準クラスに 1102 を入力する。 

用途に 一般鋼管 SGP(A10) Dummy-S を入力する。次ページを参照して、修正します。 

 

 

 

 

  

クラス 

A10-S 

1103 

基準クラス 

1102 
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左上の入力 メニュー▼ を Code ▼ に変更すると Code 入力になります。更新すると次回も Code 入力となります。 

 

修正が完了したら、更新をクリックしてください。 

 

 

 

  

名称 FROM TO 肉厚呼び 

圧力 

接続 材質 PIPE 製法 規格 注 記 

パイプ（3000） 10 40 
 

BE(1612) SGP(2101) 
 

JIS G3452(114) 
 

 
50 100 

 
BE(1612) SGP(2101) 

 
JIS G3452(114) 

 

 
125 500 

 
BE(1612) SGP(2101) -EH(814) JIS G3452(114) 

 

パイプ（3000） 550 700 6.00mm BE(1612) STPY400(2113) 
 

JIS G3457(122) 
 

 
750 800 7.10mm BE(1612) STPY400(2113) 

 
JIS G3457(122) 

 

 
850 1000 7.90mm BE(1612) STPY400(2113) 

 
JIS G3457(122) 

 

エルボ（3200） 10 40 
 

BW(1632) FSGP(5131) 
 

JIS 2311(204) 
 

 
50 500 

 
BW(1632) FSGP(5131) 

 
JIS 2311(204) 

 

 
550 1000 

 
BW(1632) STPY400(2113) 

 
JIS 2311(204) MITER 

ティー（3320） 10 40 
 

BW(1632) FSGP(5131) 
 

JIS 2311(204) 
 

 
50 500 

 
BW(1632) FSGP(5131) 

 
JIS 2311(204) 

 

 
550 1000 

 
BW(1632) STPY400(2113) 

 
JIS 2311(204) 

 

                  

                  

                  

                  

アウトレット

(3370) 

10 50 Sch40(1214) BW-R(1691) FSGP(5131)  JPI-7S-84(766)  

         

レジューサ

（3090） 

50 500  BW(1632) FSGP(5131)  JIS 2311(204)  

 550 1000  BW(1632) FSGP(5131)  JIS 2311(204)  

         

キャップ

（3410） 

10 40  SCRD(1621) FCMB270(5851)  JIS 2301(201)  

 50 500  BW(1632) FSGP(5131)  JIS 2311(204)  

         

         

         

         

パイプニップル

（3057） 

10 40  BW(1632) SGP(2101)  AES-P0750(750)  

         

         

ボス（3360） 10 40 Sch80(1216) SCR-F(1671) S25C(3312)  AES-P0760(760)  
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03-7. トレース配管 

PMS の配管タイプをトレース（Traced【4】） またはライニング＆トレースド

（Lining& Traced【8】）に設定した場合、配管にトレーサ管の表示(破線)を配

管の実線に沿って表示します。V6.90 以降ではトレーサ管の表示(破線)、 

はパイプ部分だけでなく、配管部品の部分にも表示されます。 

Traced 【4】の場合、CNST の C033 ページ（閲覧、編集はプラント属性のシス

テム制御定数編集【CNSTEdit】で可能）、第 1W 目に 500 を設定、第 11W 目から指定の本管サイズ（カッコ内）にトレ

ースドタイプの配管上の断熱材の円筒形、形品の集計するサイズアップ数（一般に 1～3 サイズ up）を定義しますと、そ

の up されたサイズで集計されます。第 81W 目に 510 を設定しますと、第 83、84W 目から組で From、To サイズ Code

を設定すると、そのサイズ範囲の曲り部の断熱材は円筒形から省かれ、エルボ成形品として個別に集計されます。 

 

 

トレーサ管の集計には、条件設定が必要になります。本書では説明のみとします。詳しくは Help Manual の Tracer 管

の集計とその設定を参照してください。 

 

03-8. A10-T（PMS 登録） 

A10-S（1103）を流用します。 

１．Job のラジオボタンを選択し、クラス記号 A10-S 

（1103）を選択します。（赤枠の設定を確認） 

２．＞＞を押します。 

 

３．クラス記号設定画面と同じになっている事を確認して Copy OK ボタンでコピーされます。 

４．閉じるを押してください。 

クラス  A10-T（1104）を修正します。配管タイプを「Normal（１）」から「Traced（４）」へ変更します。OUT 部に半角で

「C.S. or Cu Tube」と入力します。用途に半角で 一般鋼管 SGP(A10)Dummy-T と入力します。 

修正が完了したら、更新を押してください。 
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03-9. ａ54（PMS 登録） 

a54（542）はサニタリ配管です。一般に食品、化粧品や医薬品等のコンタミ等を嫌うプロセスに使用します。クランプと  

ヘルールの組合せ、軽量で取り外しやすい。分解しやすさが求められる配管にもよく使われます。 

へルール、クランプの接続形式を用いる場合は、必ず部品に｢へルール(IPTM=3050)｣、 

フランジ欄の接続が｢CLP J.(IED=1703)｣となっていなければいけません。 

スプール図の集計はフランジではなく「クランプ」(IBMC=3070)として集計され、ボルトとナットは集計しません。 

 

１．クラス記号 a54 （540）を選択します。 

２．赤枠の設定を確認します。 

３．＞＞を押します。 

 

４．クラス記号設定画面と同じになっている事を確認して Copy OK でコピーされます。 

５．閉じるを押してください。 

クラス a54（542）を修正します。表示クラス記号に SANITARY を入力する。 

用途に 大阪サニタリ 2K クランプ/SUS304(a54) を入力する。 

パイプ外径が 「SANITARY（5）」になっています。こちらをクリックすると、パイプ外径種を変更できます。 

配管サイズの表記は、S 呼称となります。 

 

 

 

修正が完了したら、更新を押してください。 

下図の PMS は j999 からコピーしてください。（j999 は本書の完成データです。） 

作業が終わりましたら、閉じるボタンを押してください。 

  

クラス Code 表示クラス記号 用途 呼び圧力 配管タイプ パイプ 材質 分岐記号 

A84 1842 Rubber Lining ゴムライニング Rubber Lining 10K Lining SGP BR-TBL-28 

B50 2502 B50（SUS304） SUS304TP(B50) 10K Normal SUS304TP BR-TBL-44 

B50-S 2503 B50（SUS304） SUS304TP(B50)Dummy-1 20K 20K Normal SUS304TP-SH BR-TBL-44 

z-1 9993 MAX ANK14Moji All Mighty Special(z)Dummy-1 10K Normal SGP BR-TBL-35 
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03-12. 一般弁登録（PMS 修正） 

PMS には一般弁の登録ができます。登録する場合は、下図のように空欄をクリックします。バルブ選択画面が表示さ

れ、この画面からバルブを選択します。左上の入力 Code▼ をメニュー ▼ になっている事を確認します。 

設定例を説明します。まだ操作はしません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

General から Job へコピー 

タブ切替えで General から Job を切替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンをクリックすると使用できる Code が選択できます。 

バルブ Code は末尾を 2～9 の間で指定します。最初は自動的に設定されます。任意に変更してください。General より

バルブ Code を選択します。このとき末尾を指定します。設定でアイテムを選択して、【配管材料基準様式 1】ダイアログ

へ戻ります。このとき、General から Job へバルブデータがコピーされます。キャンセルで、【配管材料基準様式 1】ダイアロ

グへ戻ります。General からバルブをコピーする場合、末尾をユーザが設定します。2～9 の値です。バルブ Cpde が既に

登録してあると、その Code は使用できません。 
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B50-S にバルブを登録します。下図のように a54-1（543）を選択し詳細変更ボタンをクリックしてください。詳細変更画面が表

示されましたら、赤枠部をクリックします。左上の入力 Code▼ をメニュー ▼ になっている事を確認します。違っている場

合は、変更してください。 

 

 

 

 

下図のような画面が表示されます。デフォルトでは JOB で登録されているバルブが表示されます。（下のタブ切替を行

い、General、Job を切替ます。）General タブをクリックします。表示を、真空弁にします。Code 7220 を探してクリックしま

す。選択をクリックします。Job バルブ Code 設定画面を確認してください。設定が完了しましたら設定を押します。 
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登録した行の呼び径の FORM に 50（605）、TO に 400（4064）を設定します。 

設定が完了しましたら更新を押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新したらランチャ以外は全て終了して下さい。 

 

 

 

 

03-13. 標準 D.B.から Job 用 D.B.の作成 

PMS に登録されている情報は全て、標準 D.B.と連携しており、主に以下の D.B.ファイルを参照します。これらは全てセッ

トアップドライブ：\EYECAD\bg Folder にあります。 

  AGITEM.csv 

  AGISPR.csv 

  AGIPTN  

  AGFDNA_PTM.csv 

  AGFDNA_BMC.csv 

  BGFITD  

  BGVLVD 

 

例）90°エルボ 

面間（中端長）、接続タイプ、規格、呼び圧 ⇒ AGFDNA_BMC.csv 

面間寸法    ⇒ BGFITD 

90°エルボ（名称）   ⇒ AGITEM.csv 

３Ｄモデル（ワイヤー表示、スプール図シンボル） ⇒ AGIPTN 

部品の面間を変更する場合は必ず、Job 用の D.B.を作成してから行います。 

標準 D.B.の変更は基本的には行わないようにしてください。 

Job 用の D.B.を作成済みです。 
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一般弁の面間は BJVLVD で管理されています。確認は「プラント属性定義」→「配管部品属性」(EditDimension)から

できます。なお、直接起動は、ランチャの部品・一般弁寸法列編集（ EditDimension ）からできます。 

 

General に登録されている部品情報を変更する場合は必ず、Job 用の D.B.を作成します。General D.B.は AGxxxx と

して\EYECAD\bg に格納されています。全ての Job に共通するファイルです。Job 用ファイルは、ファイルの頭を AJxxxx

とします。このファイルは、各 Lu Folder にのみ有効なファイルです。必要な General ファイルを Lu Folder にコピーして

Job 用にカスタマイズします。また、既存の JOB 用 D.B.を別の Lu Folder の D.B.に部分的に移行する機能があります。

ランチャより、標準参照 D.B.比較統合(MergeDB)をクリックします。下図が表示されます。VLVD を押します。 

 

 

 

 

 

左のファイル：C:\EYECAD\j999 完成版\BJVLVD 

右のファイル：C:\EYECAD\j01\BJVLVD 

上記のように設定して下さい。比較を押します。次に 

 

上のカラーソートを押してから、もう一度比較を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

こちらがソートした結果になります。 
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こちらのように表示されました。-4057 から-48 を複数選択（Shift+クリック）します。 

 

選択できましたら、 を押します。右にコピーされます。 

 

 

 

コピーされましたら作業が完了です。 クリックして保存します。×でプログラムを終了して下さい。MergeDB も終了し

て下さい。 
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03-14. 一般弁情報 

 

ランチャよりプラント属性定義->j01 クリック->プラント属性 

->配管部品属性を押します。 

Lu 選択より BJ にラジオボタン、Lu#が「1」になっている事を 

確認して OK を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューの数列種別 → 一般弁 →外形寸法を選択して一般弁の面間情報を表示してください。 

    でも一般弁の面間情報の表示ができます。対象部品選択で登録されている一般弁の一覧が表示されます。 
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バルブ面間を修正する場合、必ず寸法列 Code をマイナス Code で新たに作成します。これは同じ Code を他のバルブ

にも使っている可能性があるためです。General データベースには、バルブは面間以外の寸法は登録されていません。ハ

ンドル高さ、ハンドル径は Job 用データベースに寸法列 Code をマイナス Code にして登録します。寸法列 Code（マイナ

ス Code）設定の詳細は、 EditDimension の Help Manual をご覧ください。一覧選択をクリックすると一般弁寸法列ウ

ィンドウが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寸法列 Code は一般弁寸法列ウィンドウからの選択、マイナ Code 一覧からの選択、任意入力のいずれかで設定でき

ます。寸法値を修正するとリスト上の色が変化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図右端のように寸法列 Code がマイナス Code になり、寸法値が変更されている状態にします。ハンドル高さ、ハンド

ル径についても同様です。面間情報を追加してください。（黄色が変更箇所になります）追加作業が完了しましたら、保

存して画面を閉じてください。次ページには寸法列コードを設定するバルブを抜粋しております。 
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修正したいバルブを選択 

 

 

 

 

 

対象部品選択をクリック 

     目的のバルブを選択してＯＫをクリック（例では 1012） 

 

ハンドル高を設定。 

 

 

 

 

 

 

 

寸法列コードとして「-1014」を入力。ＯＫをクリックします。 

 

寸法列を追加する場合は、設定済の寸法列 Code を選択してドロップダウンから未使用の寸法列 Code を選択する

か、寸法列 Code を直接入力します。Job 用の寸法列はマイナス Code で作成して下さい。 

Excel ファイルへ出力することは可能です。Excel ファイルからのインポート機能はありません。編集結果を手動でコピー＆

ペーストで編集して下さい。 
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ハンドル高が設定されました。 

 

 

ハンドル径の設定 

 

 

 

 

 

 

寸法列コードとして「-1017」 

を入力します。ＯＫをクリック 

 

 

       

 ハンドル径が設定されました。 
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表を確認して設定して下さい。表にないバルブは設定不要です。 

仕切弁（バルブ Code 1012） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕切弁（バルブ Code 1032） 
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仕切弁（バルブ Code 1052）こちらは登録済みです。確認して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕切弁（バルブ Code 1082） 
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仕切弁（バルブ Code 1122）こちらは登録済みです。確認して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕切弁（バルブ Code 1132）こちらは登録済みです。確認して下さい 
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仕切弁（バルブ Code 1442）こちらは登録済みです。確認して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉形弁（バルブ Code 4012） 
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玉形弁（バルブ Code 4052） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉形弁（バルブ Code 4072） 
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玉形弁（バルブ Code 4152）こちらは登録済みですが、フランジ厚を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉形弁（バルブ Code 4162）こちらは登録済みです。確認して下さい 
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玉形弁（バルブ Code 4442）こちらは登録済みです。確認して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真空弁（バルブ Code 7042）からボール弁（バルブ Code 12032）までは設定不要です。スキップしってください。 

ボール弁（バルブ Code 12092） 
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ボール弁（バルブ Code 12272）は設定不要です。スキップします。 

 

ボール弁（バルブ Code 12332） 
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ダイアフラム弁（バルブ Code 13162） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイアフラム弁（バルブ Code 13232） 
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ダイアフラム弁（バルブ Code 13282）こちらは登録済みです。確認して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイアフラム弁（バルブ Code 13292）こちらは登録済みです。確認して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンドル高、ハンドル径が既に登録されていたバルブもありました。登録されていたバルブは j999 からコピーした PMS に登

録されていたバルブです。今回は同じ Code を使いまわしするのでそのままでいいですが、本来は設定が必要です。 

また、他に多数バルブがありますが、今回はテキストに記載されているバルブのみ設定しました。正式なプロジェクトでは必

ず全て設定して下さい。 

部品・一般弁寸法列編集（ EditDimension ）の設定は終了です。×を押しますと”ファイルが変更されています。保存

しますか？”とメッセージが表示されます。保存終了して下さい。 

また、プラント属性も設定を押して下さい。 
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03-15. 一般弁バルブ記号 

下図の作業をしてください。 

 

 

 

 

 

バルブ編集を押します。バルブ記号の登録できる場所です。半角で 12 文字まで登録が可能です。バルブ記号を登録

します。作業が完了したら設定を押して保存してください。形式、駆動方式などのバルブの仕様はここで変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バルブ記号はプロジェクトごとに決まっている場合に設定します。この設定をすれば材集などで表示されます。 

次ページに抜粋があります。こちらを参照して登録して下さい。 
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こちらに表示されているバルブがない場合は入力を省略してください。 

修正が完了したら ボール弁の Code No. 12012 を探します。みつかったら、以下を修正します。 

 

LEVER から GEAR ATR に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正が完了したら設定を押して下さい。 

 

  

タイプ バルブ Code バルブ記号 
 

タイプ バルブ Code バルブ記号 

仕切弁 1012 GA-1012 
 

ボール弁 11972 BA-11972 

仕切弁 1032 GA-1032 
 

ボール弁 12012 BA-12012 

仕切弁 1052 GA-1052 
 

ボール弁 12032 BA-12032 

仕切弁 1082 GA-1082 
 

ボール弁 12092 BA-12092 

仕切弁 1122 GA-1122 
 

ボール弁 12272 BA-12272 

仕切弁 1132 GA-1132 
 

ボール弁 12332 BA-12332 

仕切弁 1442 GA-1442 
 

ダイヤフラム弁 13162 DI-13162 

玉形弁 4012 GL-4012 
 

ダイヤフラム弁 13232 DI-13232 

玉形弁 4052 GL-4052 
 

ダイヤフラム弁 13282 DI-13282 

玉形弁 4072 GL-4072 
 

ダイヤフラム弁 13292 DI-13292 

玉形弁 4152 GL-4152 
 

バタフライ弁 13812 BU-13812 

玉形弁 4162 GL-4162 
 

バタフライ弁 14512 BU-14512 

玉形弁 4442 GL-4442 
 

バタフライ弁 14532 BU-14532 

真空弁 7032 VA-7032 
 

バタフライ弁 14552 BU-14552 

真空弁 7042 VA-7042 
 

ピンチ弁 16412 PIN16412 

真空弁 7222 VA-7222 
 

コック 16622 COC16622 

真空仕切弁 7612 VG-7612 
 

プラグ弁 16732 PLU16732 

ニードル弁 7712 NE-7712 
 

ベロー弁 17012 BEL17012 

Ｙ形弁 8232 YV-8232 
 

L 形玉形弁 19922 LG-19922 

ピストン弁 8612 PIS-8612 
 

L 形玉形弁 20042 LG-20042 

逆止弁 9112 CH-9112 
 

L 形ニードル弁 21012 LN-21012 

逆止弁 9142 CH-9142 
 

L 形逆止弁 22032 LC-22032 

逆止弁 9162 CH-9162 
    

逆止弁 9222 CH-9222 
    

逆止弁 9232 CH-9232 
    

逆止弁 9492 CH-9492 
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PMS を修正します。A10-S（1103）をクリック->詳細変更をおします。 

こちらは左上の バルブ表記 Code ▼ を 記号 ▼ にして表示しています。次回以降は記号表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらを以下のように変更して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの修正が完了したら、A10-T（1104）も同様に変更して下さい。 

変更が完了したら、更新->閉じるをクリックして下さい。 

Lu#選択画面まで戻ってください。（下図参照）戻りましたら次のチュートリアルに移ります。 
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